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１、はじめに 事業概要
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内容

事業の位置付け・背景 自動車リサイクルという業種を知る一般の人は少ない。

自動車リサイクルの周知と同時に事業として営む者の存在
を知っていただくことが必要であり、RUMアライアンス（RUM)

は自動車リサイクルの現場を活用して自動車リサイクルの周
知活動を展開する。

事業の実施内容 小中高生及び一般の方にリサイクルの現場を見ていただくと
同時に、業界に工場見学受入の意義と効用を伝え、見学来
訪者の増加を図る活動を3か年計画で実施する。

事業計画 2020年度 工場見学来訪者を増加する仕掛けと受入準備を整える。
・見学動画をYouTubeに掲載する。
・Facebookを使い拡散を図る。

・見学希望者と受入企業の出会いのマッチングサイト（仕掛
け）を設ける。
・サイトの受入企業数20社目標。

2021年度 ・見学受入企業の広がり（50社）と来訪者を増加させる。
・受入れする企業の担当者研修を行う。
・初年度制作物の維持、修正と管理を行う。

2022年度 ・工場見学の受入企業100社を目標。
・年間2万人の来訪者を目指す。



１、はじめに 事業概要 ①

- 事業の目標とその達成に向けたプロセスの概要

【事業の目標】

・全国の小中高生および一般の方に自動車リサイクルについて学ぶ機会

を提供し、リサイクル事業の周知を図る。

【達成に向けたプロセスの概要】

・リサイクル工場の見学過程を動画に作成しYouTubeに掲載する。

・見学希望者と受入企業が出会うサイトを創り、YouTube、SNSで訪問

者を呼び込む。

・サイト上の受入企業数の目標、1年目20社、2年目50社。

・3か年計画の3年目の目標は、受入企業100社、見学来訪者2万人。
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- 今年度事業の成果の総括

【成果と総括】

初年度はコロナ禍の中で、次の主要7項目①～⑦の取組を計画し当初計
画より最大6か月の遅れはあったが、年度末まで持続する作業を除き完成
することができた。

１、はじめに 事業概要 ②

2020年度主要作業7項目

① 自動車リサイクル周知分科会の開催。14回開催。

②-1
②-2

工場見学受入調査を実施、サイト上のマップに17企業21工場を掲載。
受入工場の手引を制作し、感染症対策の動画とガイドラインを作成。

③-1
③-2
③-3

自動車解体処理現場の動画3本を制作。
見学希望者と受入工場の出会いのマッチングサイトを制作12月公開。
SNSに対象の世代を勘案しFacebookを採用し制作。

④ 小冊子A5版12ページを完成。（2021年1月）

⑤ 見学実績集計フォーム（月次）を制作。

⑥ 見学受入担当者研修開催。（2021年1月）

⑦ 月次報告、中間報告書、期末報告書など作成。

4



２、今年度（2020年度）事業実施結果 （１）工程表
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

提案時計画

10月末計画

実績

100%

100%

100%

100%

その他

受入担当スキルUP
研修

各月見学受入実績
集計と回収

100%

100%

100%

⑤

⑥

⑦

自動車リサイクル
周知分科会

①

作業項目

④ 来訪者小冊子作成

-1

3月末
進捗率

計画/実績

100%

100%

100%

③

WEB関係（動画作
成）

受け入れ企業のマ
ニュアル作成

工場見学受入調査
とマップ作成

-2

-3
WEB関係（SNSとの
連携）

WEB関係（サイト作
成）

②

-2

-1



２、今年度（2020年度）事業実施結果 （2）結果概要

①自動車リサイクル周知分科会の開催

開催数：2020年5月から2021年3月までに14回

進捗と作業の問題点を討議した。

②-1：見学受入企業調査（JAERA会員101社調査、回答47社）

すでに見学を受け入れている ・・・16社

受け入れていたが現在中止 ・・・15社
これまで受け入れたことがない・・・16社 計47社

②-2：来訪者受入の準備

「工場見学受入の手引き」作成

＊感染症対応の姉妹資料

動画「5つのお願い」と「感染症対策ガイドライン」を作成

サイトの資料欄に収納した。
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２、今年度（2020年度）事業実施結果 （２）結果概要

③WEBの3作業は次の通り進行した。
③-1：YouTube掲載動画3本を制作し10月YouTubeに公開した。
・動画の特徴とURL

https://www.youtube.com/channel/UCUmsSSZ8Vzythrpom168fbQ
【関東版・カーレポ㈱】（動画時間 予習編4:22、見学実施編7:11）
工場見学の予習編と見学実施編の二部構成。
手づくり的な要素で親しみやすい。

【北陸版・会宝産業㈱】（動画時間 8:43）
360度カメラによる見学者の目の動きを意識した画面作り。教材用を意識した。

③-2：見学希望者と受入れ企業の出会いを支援するサイト「自動車リサイクル
工場見学紹介」を制作し、12月15日に公開した。
◎サイトのURLは、https://www.recycletour.com/

サイト上のマップの受入企業は、業界企業への調査（上記②-1）から受入中の

16社に呼びかけ、8社9工場が加わり、RUM関係の9社12工場をあわせて、マップ

に合計17社21工場を掲載。

③-3サイトに呼び込むSNSとしてFacebookを採用し、10月に完成し公開した。

④見学受入れ準備として、小冊子「自動車リサイクルの話をしよう～私たちの現

場から～」を2021年1月に完成し、受入企業に配布を開始した。
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２、今年度（2020年度）事業実施結果 （２）結果概要

⑤工場見学受入実績を月次集計する様式を作成、受入れ担当者研修で今後月次での

報告を確認した。

【2020年度の見学受入実績】

サイトの開設が12月15日となり、本事業で制作したマッチング機能の実用はこれ

からになり、次の2020年度実績は、従来の見学申込み方法になっている。

2020年度見学受入実績（RUM4社）：1668名（上期・520名、下期・1148名）

＊新設サイトによる実績の集計は新年度から開始する。この2～3月は試行中）

【初年度目標と見学受入達成度】

上記の経緯で、2020年度は仕掛けと受入れ準備はできたが、活用は次年度になった。

従来の方法での目標対達成度は次の通りになる。

目標 実績 達成率％

・見学者受入れ実績： 4000人 1668人 41.7

・受入企業（工場）： 20社 17社（21工場） 85（105）

⑥受入企業担当者のスキルアップ研修を1回（1月26日）開催、11社23名の受講が

あり、主催側3社を含め14社が研修に関わった。情報と意見交換の時間も設けた。
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３、助成事業実施方法及び実施状況
② - 2工場見学受入の手引きと感染症対策ガイドラインの作成（一部抜粋）
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３、助成事業実施方法及び実施状況
② - 2 受入企業のマニュアル作成

感染症対策動画（一部抜粋）

10

感染症対策動画の内容
①マスク、検温、消毒
②問診表の記入（2週間前からの体調）
③ソーシャルディスタンス
④見学時の整列
⑤体調が悪い時（見学前後の報告お願い）



関東版 北陸版

３、助成事業実施方法及び実施状況
③-1 WEB関係（動画作成）一部抜粋
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③-2新設サイト画面
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③-2 サイトマップと工場情報の例
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④ 小冊子表紙
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④ 小冊子の内容

A4版、12ページ

タイトル：「自動車リサイクルの話をしよう～私たちの現場から～」

• 目次

自動車リサイクルってなぁに？・・・・・・・・・・・・・・・・・1

使用済みの自動車はどうなる？・・・・・・・・・・・・・・・・・3

工場見学してみよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

産業とリサイクルの関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

自動車リサイクルと私たちの未来・・・・・・・・・・・・・・・・9

世界の自動車を再資源化する・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

・冊子を通して訴求する柱を小学生も学んでいるSDGｓに絞り込んだ。
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⑥ スキルアップ研修次第
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２、今年度（2020年度）事業実施結果
（３）事業実施効果／得られた知見

【実施結果を踏まえた考察】

（１）2020年度事業の効用

周知活動に必要な動画、サイトを設け、受入れ準備に必要な小冊子、受入

の手引を制作し、加えて想定外の感染症対応の動画とガイドラインを作成した。

また、自動車リサイクル業界に協調して取組む事業の成果を小さいながら示

すことができた。

①事業の有効性

• 動画：現場の動画3本制作、10月公開し、3月末までの視聴回数は３本合計
2066回。

• サイト：マップの受入企業17社21工場、12月の公開から3月末までの訪問者
は334。

• 見学受入サイトの工場数では17企業21工場は業界最大規模とみられる。

• 受入企業担当者研修で、新たに参加企業から感染症対応動画とガイドライン
をすぐに使いたいとの要望があった。

• 小冊子は今後受入企業全社で資料とすることを研修で確認した。
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２、今年度（2020年度）事業実施結果
（3）事業実施効果／得られた知見等

②事業の発展性

・サイトの受入企業をRUM9社に加えて、新たに8社増加し、さらに現在

コロナ禍で中止している15社にも今後呼びかけを続ける。また、業界

の事業協組にも呼び掛けサイトの受入企業を充実する。

・バーチャル工場見学時にオンラインによる説明を加えることにより、よ

りリアルな見学に近づけることができる。

・講演依頼の時にもオンラインの講話を設け、小冊子を資料に活用する。

③事業の効率性

・事業費にかかる出費が大幅に減少（旅費、会議・研修の会場費）した。

・Web会議は費用減の効果があり、今後もWEB会議を活用する。

④自動車リサイクル業界への影響

・従来この業界は自主独立気風が強く、まとまりにくいといわれてきた。

今回本事業の推進に業界最大団体JAERAの協力が頂けたことは、業界の

中に協調の流れを作り出す契機になると考える。
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３、現状の課題と想定される解決方法

本事業の初年度取組で明らかになった課題は、サイトの機能向上と利用促進

であり、解決のため次の事項に取組む。

①マッチング機能を高める。

（初年度の機能）

・見学希望の地域、時期、人数、工場情報を閲覧できるがそれのみ。

・見学実施に至らない場合記録として残らない。

（次年度の機能）

・見学問合せフォームに見学者情報インプット機能を追加する。

・希望に沿う工場の検索機能を追加する。

・見学に至らない場合の情報をデータベース化する。

②受入企業数の増加

サイトマップ内の企業数を47都道府県の半数以上まで確保する。

③新規見学希望者数の増加

（手段）チラシ送付≪サイト開設案内とバーチャルオンライン見学案内≫

（送付先）受入工場所在地周辺の教育委員会と学校宛て
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４、次年度以降の事業計画変更案の有無
2020度の事業結果並びに遂行経緯をふまえ、2021年度は以下の通り当初計画を変更したい。

20

・2020年度計画でサイトをPR するチ
ラシの作成経費18万円を計上したが、
作業項目に記載しない不備があった。
・2年目2021年度計画では、パネルを
各社2 枚を作成することとし、経費30

万円を計上した。

・チラシ作成は2021年度に見学来訪を
呼び掛ける必要なアイテム。
前年の経費を改めて計上する。
・パネル作成は当初の計画通り2021年
度に取組む。（経費に変動なし）

2021年度
サイトの受入企業数の目標50社
見学者数：12,000人
2022年度
サイトの受入企業数の目標100社
見学者数：20,000人

2021年度
サイトの受入企業数の目標25社以上
見学者数：6,000人
2022年度
サイトの受入企業数の目標50社以上
見学者数：10,000人

【当初計画】 【変更計画】

【当初計画】 【変更計画】



４、次年度以降の事業計画変更案の有無

2021年度の計画変更理由

①数字目標の変更について

コロナ禍の今後が未だ見通せない。
初年度の受入企業数のアンケートで、これまで懇意にしていた経営者か

ら、現状では受入拡大はできないとの返事と共に、この状況下で受入れを
増やすことはリスクを抱えることになり、BCP（企業存続計画）の上から
も止めざるを得ないとの回答をいただいた。
回答に説得力があり、これ以上の呼び掛けは無理との思いを持った。

こうした状況の収束がない限り、受入企業を拡大することは無理があり、
また声掛けも慎重にしたい。

JAERAの初年度調査で現在受入れを中止している企業等に呼び掛け、現
状の17 社を25社以上に増加したい。来訪者についてはバーチャル工場見
学動画を使った見学とオンライン説明、及び出張講演（オンラインの場合
あり）を含む数にする。

これまでの実績から工場見学の団体来訪者は先生に引率された小中学生
が80％以上を占めており、教育関係者への呼び掛け、特に社会科研究部会
の先生方に案内を続けて、実績を積み上げていきたい。
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４、次年度以降の事業計画変更案の有無

2021年度の計画変更理由

②パネルとチラシの制作について

コロナの問題がある中で1 年目の事業を実施したうえで、マッチングサイトやリアル見
学の位置づけを再考すると共にチラシとパネルの作成の必要性について再検討した。

再検討の結果、以下の理由によりチラシとパネルの両者を作成する必要があるとの結論
に至った。

②－1 チラシ作成の必要性と用途

想定したチラシの内容は、本事業で開設したマッチングサイトをPR するもので、見学
を受入れる工場が立地する地域の教育委員会、学校へサイト制作の案内として使用する。

近年では見学来訪者の80％以上が小中学生の訪問となっており、先生に知っていただく
ことが必要かつ効果的で、チラシはそのために作成する。

コロナ禍が続く中で、教育関係者からバーチャル見学についての問い合わせも起こって
いる。バーチャル工場見学の開催と手順等についてもお知らせするチラシとする。

前年度制作サイトの案内とPR 活動については、2021 年度の主要事業として取組む。

②－2 パネルの制作と用途について

想定したパネルの必要場面は、工場見学受入の時の最初の説明場面で、説明内容を見え
る化した図や統計で来訪者の理解を得ることができるし、効果的な説明ができる。

パネルの内容は、1 枚は、小冊子との関連を考慮し、車検制度のある国とない国の割合
と問題点を比較する。もう1 枚は、日本のメーカーにより製造される乗用車の割合と使用
後について考えていただく内容にする。
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５、2021年度 事業計画 想定する事業の内容 ①

完成したサイトの利用促進が2年目の課題であり、また初年度事業の継
続も求められる。

初年度作業項目①～⑦を基礎に2年目は下記の作業項目に取組む。

①自動車リサイクル周知分科会：2年目は5回開催する。

②受入企業の開拓として初年度同様受入企業マップの充実に取組む。

-1：サイトのマップを都道府県レベルに展開出来る工場数を確保する。

・現在コロナで中止の企業へ見学再開を呼びかける。

・業界の事業協組で工場見学を受入れている企業に参加を呼びかける。

・マップ上の企業数を25社以上にする。

-2：サイト案内チラシを作成，教育関係者への呼びかけを開始する。

・教育関係来訪者への呼びかけを教育委員会を通して行う。

・バーチャル見学についてもチラシを作成案内する。

③WEB関係業務の修正と継続体制づくり

-1：サイトの機能を高める修正を施す。

-2：Facebookに定期的情報を送る体制を整え検索数を増加する。

・担当者1名から体制として運用する。
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５、2021年度 事業計画 想定する事業の内容 ②

24

④見学訪問者の満足度を高める取組
-1：初年度制作の小冊子を増刷してバーチャル見学、オンライン講話

にも備える。
-2：自動車リサイクルの説明補助としてパネルを制作する。
-3：見学受入の手引き（マニュアル）を修正し必要に応じて印刷する。

⑤継続運用業務（見学者月次集計、サイトの対応など）
・YouTube、サイトの各種の検索数を始め、集計作業を続ける。
・新たにサイトマップに参加した企業からの要望等に対応する。

⑥見学受入れ担当者の研修と意見交換会を年2回開催する。
（上期7月、下期11月）

⑦その他
月次報告、報告書などの作成。各種の問い合わせ対応



５， 2021年度 事業計画

2021年度の事業実施体制図

2021年度の事業実施体制は現在の分科会を中心とする体制を維持する。
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５．2021年度 事業計画

作業項目 計画/実績 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 備考

自動車リサイクル周知分
科会

計画

年5回、うち2
回は集合会
議

見学受入企業開拓
-1

計画 年間

教育関係者への呼びか
け 、チラシ作成、送付
 -2

計画 チラシ外注

WEB関係業務、サイト修
正　　-1

計画
ツインウェーブ
社

WEB関係Facebook、
YouTube
-2

計画

顧客満足度
小冊子の増刷配布
-1

計画 外注

受入手引きの修正印刷
-2

計画 外注

パネルの作成
-3

計画 外注

継続集計業務 計画

受入担当者研修 計画 7月、11月

その他 計画 報告書等
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５．2021年度 事業計画

計画/実績 4月 5月 6月 7月 8月 9月
10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 前期 後期 前期 後期

計画 年間5回

実績

計画 マップ作成

実績

計画 要印刷

実績

計画

実績

計画 企業数により修正

実績

計画 情報追加

実績

計画 増刷

実績

計画 月次報告

実績

計画 7月 11月

実績

計画 中間 期末

実績

計画 4月

実績

計画 9月

実績

※2020年度の計画は提案時の計画

2022年度

チラシの作成、教
育委員会案内

2020年度

自動車リサイクル
周知分科会

各月見学受入実績
集計と回収

パネルの作成

来訪者小冊子作成

-1

2021年度

⑥

⑦ その他（報告書等）

受入担当スキルUP
研修

-2

-1

④

⑤

①

作業項目

③

WEB関係（動画作
成）

受け入れ企業のマ
ニュアル作成

工場見学受入調査
とマップ作成

-2

-3
WEB関係（SNSとの
連携）

WEB関係（サイト作
成）

②
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